
 

 

 

 

1971 年 生まれ   千葉市中央区登戸在住              

2002 年 NPO 法人ハートケアゆーあい（障がい者の施設）設立 

2003 年 聖徳大学大学院 児童学研究科 修士課程修了  

2006 年 NPO 法人政策塾 「一新塾」（熊谷知事と同期）卒塾 

2007 年 社会福祉法人「白雪会」の理事に就任 

      軽費老人ホーム「ほんだくらぶ」の運営に携わる  

2011 年 千葉市議会議員  初当選  

2013 年 都市建設委員会 副委員長  

2015 年 千葉市議会議員  ２期目当選  

2018 年 総務委員会 副委員長  

2023 年 千葉市議会議員  ３期目当選 

  

＜千葉市議会議員選挙結果のご報告＞ 

千葉市中央区選出の千葉市議会議員として市政に関わらせて戴くこと

となりました。中央区は１議席増えたものの大激戦となりましたが、中

でも女性議員がいないことを訴えました。これまで応援、ご支援下さい

ました皆様のお力添えがあった賜物です。 

 千葉市選挙管理委員会によりますと、このたびの千葉市議会議員選挙

の投票率は全体で３８.２５％、前回を０.５２ポイント下回り過去最低

となりました。（中央区は３６.１２％） 

 また、千葉県議会議員選挙では、千葉市中央区をはじめ、県内で無投

票選挙区が１５選挙区にのぼるなど、今後の選挙のあり方についても多

くの課題を残しました。４月１０日 月曜日、当選証書を頂いた時、こ

れから４年間の議員活動の責任の重さに改めて身が引き締まる思いを感

した。今後とも皆様のご指導ご鞭撻の程、よろしくお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

三井みわこ 通信 令和５年初夏号 



◎全世代 ・将来の年金について ・結婚式を開催する補助金が欲しい 

・役所は縦割で連携が取れないため市民生活に支障が出ている。 

◎教育 ・教育予算の増額 ・奨学金返済が大変である ・大学、専門学校等高等教育の無償化 

・学校外教育（学習塾等）の費用助成 

◎女性 ・乳がん検診を 1 年に 1 度実施 ・女性が働きやすい環境づくり ・母子手帳の電子化 

・産後ケア ・出産時の支援の強化 ・男女共同参画社会の推進  

◎こども ・こどもの見守り支援 ・里親支援 ・保育園の質の確保 

・子供の書類の簡素化 

◎障がい者 ・医療ケア児の地域支援 ・強度行動障害（多動等）の方々への環境確保 

◎地域 ・JR 千葉駅西口の公衆トイレ設置 ・受動喫煙対策 ・動物保護の拡充  

・JR 千葉駅周辺、富士見町の客引き、路上スカウトの取締り ・商店街の活性化 

・孤独、孤立対策 ・独身支援 ・防災、減災活動 ・町内会の担い手確保、加入率の向上 

◎経済 ・市としての物価高対策   

・起業する際の創業支援制度に一層力を入れて欲しい 

 

 

                                

４月２４日 月曜、JR 蘇我駅前で市民団体

「ほっとはあと」のお手伝いをしました 

 この団体は「生理の貧困をなんとかしたい！」と立ち上がった、

千葉市の市民団体です。生理用品を買えない問題は、国内外で「生理

の貧困」として、コロナ禍で関心が高まりました。「ほっとはあと」

は、学校などの女子トイレ個室に生理用品を置くなど、日頃からこの

問題に取り組んでいます。 

 今後も、生理用品の無償配布活動、女性支援活動をして参ります。 

 是非、皆様のご協力をお願いします。 

三井みわこ後援会事務所  TEL＆FAX 043-216-5432      

〒260-0033  千葉市中央区春日 1丁目 6-11-106 

選挙期間中に、市民の皆様にいただいたご意見・ご要望 


